
環境・エネルギー

日本の強み市場を開拓する

再生エネ導入機運高まる
　
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
主
役
は
太
陽
光
や
風

力
、
水
力
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
利
用
で
き
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
多
い
。
い
ま
熱
や
室
内
光
、
振
動
、
温
泉
、
海

洋
と
い
っ
た
未
利
用
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

発
電
の
開
発
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
実
用
化
や
普
及
に
は

時
間
が
か
か
る
が
、
新
た
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
電
力

の
一
翼
を
担
い
そ
う
だ
。

ゼネシスが実用化を目指す海洋温度差発
電所（イメージ）。円盤の中に海水を取
り込んで発電する

　
新
日
鉄
化
学

東
京
都
千
代

田
区

は
室
内
光
で
の
発
電
に

照
準
を
定
め
た
色
素
増
感
太
陽

電
池
を
開
発
し
た
。
一
般
的
な

シ
リ
コ
ン
系
太
陽
電
池
は
光
を

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
変

換
効
率
が
太
陽
光
な
ら

％
を

超
え
る
が
、
日
陰
や
蛍
光
灯
の

よ
う
な
弱
い
光
だ
と
大
幅
に
低

下
す
る
。
一
方
、
色
素
増
感
太

陽
電
池
は
弱
い
光
で
も
発
電
効

率
が
落
ち
ず
、
同
社
製
は

％

以
上
を
維
持
す
る
。
室
内
光
は

も
と
も
と
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

小
さ
く
、
高
効
率
な
色
素
増
感

太
陽
電
池
で
あ
っ
て
も
太
陽
光

発
電
の
よ
う
に
大
き
な
電
気
を

作
り
出
せ
な
い
。
そ
れ
で
も
未

利
用
の
室
内
光
を
電
気
と
し
て

有
効
活
用
で
き
る
。

　
色
素
増
感
太
陽
電
池
は
光
を

吸
収
し
た
色
素
が
酸
化
チ
タ
ン

に
電
子
を
移
し
て
発
電
す
る
仕

組
み
。
吸
収
し
た
い
光
の
色
、

つ
ま
り
光
の
波
長
に
合
わ
せ
て

色
素
を
調
合
し
て
あ
げ
る
と
変

換
効
率
が
上
が
る
。
緑
や
赤
色

の
カ
ラ
フ
ル
な
電
池
も
作
れ
る

が
、
幅
広
い
波
長
を
吸
収
し
よ

う
と
思
う
と
黒
色
が
実
用
的

だ
。

　
同
社
は
ガ
ラ
ス
基
板
に
代
わ

っ
て
樹
脂
基
板
を
採
用
し
た
色

素
増
感
太
陽
電
池
を
開
発
済

み
。
柔
ら
か
い
樹
脂
な
の
で
折

り
ま
げ
が
自
在
で
、
カ
ー
テ
ン

や
ポ
ス
タ
ー
へ
の
設
置
も
で
き

る
。
こ
れ
ま
で
に
ア
ク
セ
サ
リ

ー
と
し
て
持
ち
運
べ
る
携
帯
電

話
用
充
電
器
、
葉
に
電
池
を
貼

り
付
け
た
観
賞
植
物
型
置
物
、

文
字
盤
に
電
池
が
あ
る
置
き
時

計
を
試
作
し
た
。

年
度
の
商

品
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
他
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ー
ベ

ス
テ
ィ
ン
グ
の
開
発
が
進
ん
で

い
る
。日
本
電
業
工
作
東
京
都

千
代
田
区

は
テ
レ
ビ
放
送
や

携
帯
電
話
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど

電
波
を
電
気
に
変
え
る
レ
ク
テ

ナ
技
術
を
開
発
し
た
。
空
中
を

飛
ん
で
い
る
電
波
を
キ
ャ
ッ
チ

で
き
れ
ば
、
ど
こ
で
も
発
電
で

き
る
。
屋
外
に
あ
る
機
器
に
レ

ク
テ
ナ
技
術
を
搭
載
す
れ
ば
、

遠
方
か
ら
電
波
を
飛
ば
し
て
機

器
に
給
電
で
き
る
。

年
度
の

実
用
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
圧
力
や
振
動
を
電
気
に
変
え

る
圧
電
振
動
発
電
は
村
田
製
作

所
や
セ
ラ
テ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ

東
京
都
あ
き
る
野

市

、
音
力
発
電

神
奈
川
県

藤
沢
市

が
開
発
中
だ
。
例
え

ば
圧
電
振
動
発
電
の
装
置
を
リ

モ
コ
ン
に
搭
載
す
れ
ば
ボ
タ
ン

を
押
し
た
力
で
発
電
で
き
る
た

め
リ
モ
コ
ン
は
電
池
不
要
と
な

る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ー
ベ
ス
テ
ィ

ン
グ
以
外
で
も
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
温
泉
街

で
立
ち
上
る
湯
気
に
着
目
し
た

温
泉
発
電
だ
。
神
戸
製
鋼
所

は

年
秋
、
温
泉
発
電
を
実
現

す
る
「
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
シ
ス

テ
ム
」
を
発
売
し
た
。
地
下
か

ら
湧
き
出
た
温
水
を
取
り
込

み
、
熱
交
換
に
よ
っ
て
シ
ス
テ

ム
内
部
を
流
れ
る
液
体
を
沸
騰

さ
せ
る
。
液
体
は
沸
点
が
低
い

代
替
フ
ロ
ン
で
、

度
Ｃ
の
温

水
で
も
蒸
発
し
て
蒸
気
に
な

る
。
発
生
し
た
蒸
気
の
力
で
発

電
機
を
回
す
と

の
電
気

を
生
み
出
せ
る
。
実
際
に
供
給

で
き
る
の
は

だ
が
、
ホ

テ
ル
や
旅
館
の
電
力
を
ま
か
な

う
の
に
十
分
だ
。

　
そ
も
そ
も
温
泉
街
で
は
く
み

上
げ
た
温
水
を
入
浴
に
適
度
な

度
Ｃ
付
近
ま
で
水
で
冷
ま
し

て
い
る
。
こ
の
冷
却
作
業
で
生

じ
る
余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
電

に
活
用
す
る
の
が
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
だ
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
発
電
し
た
電
気
を
電
力
会

社
が
買
い
取
る
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
の
対
象
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
の
普
及
が
見
込
ま
れ

る
。

　
波
や
潮
流
、
海
上
を
吹
く
強

い
風
な
ど
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
発
電
の
開
発
も
活
発

だ
。
ゼ
ネ
シ
ス

東
京
都
港

区

は

年
以
上
、
海
洋
温
度

差
発
電
の
研
究
を
続
け
る
。
海

面
を
流
れ
る
表
層
水
を
使
っ
て

発
生
さ
せ
た
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
て
電
気
を
作
る
。
蒸
気

は
深
海
の
海
洋
深
層
水
で
冷
や

し
て
液
体
に
戻
す
。
原
理
は
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
と
同
じ
で
、
沸

点
の
低
い
液
体
を
使
っ
て
い

る
。

　
建
設
の
適
地
は

度
Ｃ
の
表

層
水
と
５
度
Ｃ
の
海
洋
深
層
水

が
あ
る
海
域
。
日
本
で
の
適
地

は
沖
縄
沖
ぐ
ら
い
だ
が
、
世
界

を
見
渡
せ
ば
適
地
は
多
く
、
１

兆

の
潜
在
量
が
あ
る
。
同

社
は
離
島
の
ベ
ー
ス
電
源
と
な

る
１
万

―
５
万

の
発
電

所
と
し
て
実
用
化
を
目
指
し
て

い
る
。

新
日
鉄
化
学
が
試
作
し
た
色
素
増
感
太
陽
電
池
搭
載
の

時
計
文
字
盤
の
黒
い
長
方
形
が
色
素
増
感
太
陽
電
池

「
未
利
用
」
に
着
目
、
開
発
進
む

落ち穂を収穫

室内光を有効活用

温
泉
の
湯
気
に
も
可
能
性

海洋温度差も研究

　
振
動
、
音
、
蛍
光
灯
の
光
、

電
波
、
機
械
や
家
電
か
ら
出
る

熱
―
。
こ
う
い
っ
た
小
さ
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た
発
電
の
研

究
・
開
発
が
活
発
に
な
っ
て
い

る
。
日
本
語
で
は
「
環
境
発

電
」
と
呼
ば
れ
る
分
野
だ
が
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ー
ベ
ス
テ
ィ

ン
グ
」
の
名
称
が
定
着
し
て
い

る
。
身
近
に
あ
る
小
さ
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
落
ち
穂
拾
い
の
よ
う

に

ハ
ー
ベ
ス
テ
ィ
ン
グ

収

穫

し
て
発
電
す
る
た
め

だ
。
太
陽
光
や
風
力
の
よ
う
な

大
き
な
電
気
は
生
み
出
せ
な
い

が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
つ
だ
。

　
コ
マ
ツ
子
会
社
の
Ｋ
Ｅ
Ｌ
Ｋ

神
奈
川
県
平
塚
市

は
生
産

設
備
の
熱
を
電
気
に
か
え
る
熱

電
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
販
売
し

て
い
る
。
材
料
は
ビ
ス
マ
ス
テ

ル
ル
系
の
金
属
、
形
状
は
平
ら

な
板
。
片
側
に
熱
を
与
え
、
反

対
側
を
冷
や
し
て
温
度
差
を
作

っ
て
あ
げ
る
と
金
属
に
電
気
が

流
れ
る
。
高
温
側
２
８
０
度

Ｃ
、
低
温
側

度
Ｃ
な
ら
出
力

の
発
電
が
可
能
だ
。
発
電

は
少
量
だ
が
、
生
産
で
使
い
切

れ
ず
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
排
熱

を
有
効
活
用
で
き
る
。

　
同
社
は
２
０
０
９
年
か
ら
コ

マ
ツ
の
粟
津
工
場

石
川
県
小

松
市

で
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
発
電

実
験
を
続
け
て
い
る
。
工
業
炉

か
ら
吹
き
出
て
い
る
炎
が
発
電

に
使
う
排
熱
だ
。

　
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
発
売
中
と
は

い
え
、
販
売
先
で
は
試
験
的
な

利
用
が
多
い
。
同
社
は
実
験
結

果
を
基
に
使
い
方
を
市
場
に
提

案
し
、

年
度
に
は
販
売
を
本

格
軌
道
に
乗
せ
る
。

　

Ｋ
Ｅ
Ｌ
Ｋ
の
熱
電
発
電
モ
ジ
ュ

ー
ル
。
生
産
設
備
の
熱
を
電
気

に
か
え
る

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ３月３０日 金曜日 　　


